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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁面に上向きに固定する第１の金具と、間仕切パネルの上端面の切欠き凹部に水平に固
定して収納する第２の金具とからなり、前記第１、第２の金具は、一方の係合フックを他
方の係合孔に係合させて連結し、前記第２の金具は、間仕切パネルを床面に立てて設置し
た後、壁面に固定する前記第１の金具に連結して切欠き凹部に固定することにより、間仕
切パネルを壁面に固定することを特徴とする間仕切パネルの固定金具。
【請求項２】
　前記第１の金具は、前記係合孔、係合フックのいずれかを上端部に形成することを特徴
とする請求項１記載の間仕切パネルの固定金具。
【請求項３】
　壁面に上向きに固定する第１の金具と、間仕切パネルの上端面の切欠き凹部に水平に固
定して収納する第２の金具とからなり、前記第１、第２の金具は、それぞれの係合フック
を係合させて連結し、前記第２の金具は、間仕切パネルを床面に立てて設置した後、壁面
に固定する前記第１の金具に連結して切欠き凹部に固定することにより、間仕切パネルを
壁面に固定することを特徴とする間仕切パネルの固定金具。
【請求項４】
　前記第１の金具は、間仕切パネルの倒れを防止するチャンネル状の壁レールを介して壁
面に固定することを特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれか記載の間仕切パネルの
固定金具。
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【請求項５】
　前記壁レールは、間仕切パネルの壁面側の側端面に形成する縦スリットに両側のフラン
ジ部分を挿入することを特徴とする請求項４記載の間仕切パネルの固定金具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、間仕切パネルを壁面に体裁よく完全に固定することができる間仕切パネルの
固定金具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
室内を仕切る間仕切パネルＰは、固定金具Ｋを介して壁面Ｗに固定することがある（図８
）。
【０００３】
固定金具Ｋは、Ｌ字状に形成され、止めねじＫ1 、Ｋ1 を介して間仕切パネルＰの笠木Ｐ
a 上に固定されている。なお、固定金具Ｋの垂直部分、笠木Ｐa の先端は、いずれも間仕
切パネルＰの側端面に揃えられている。そこで、間仕切パネルＰは、止めねじＫ2 を介し
て固定金具Ｋの垂直部分を壁面Ｗにねじ止めすることにより、壁面Ｗに固定することがで
きる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
かかる従来技術によるときは、固定金具Ｋは、笠木Ｐa 上に固定されており、止めねじＫ
1 、Ｋ1 、Ｋ2 とともに外部に露出しているから、全体の体裁がよくないという問題があ
った。また、固定金具Ｋの垂直部分を下向きにして壁面Ｗと間仕切パネルＰの間に隠蔽す
るとすれば、固定金具Ｋを間仕切パネルＰの高さに合わせて位置調節するために止めねじ
Ｋ2 を完全に締め付けることができず、間仕切パネルＰの固定が不完全になるという問題
がある。
【０００５】
そこで、この発明の目的は、係る従来技術の問題に鑑み、壁面側の第１の金具、間仕切パ
ネル側の第２の金具を組み合わせて連結することによって、間仕切パネルを壁面に体裁よ
く、しかも完全に固定することができる間仕切パネルの固定金具を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　かかる目的を達成するためのこの出願に係る第１発明（請求項１に係る発明をいう、以
下同じ）の構成は、壁面に上向きに固定する第１の金具と、間仕切パネルの上端面の切欠
き凹部に水平に固定して収納する第２の金具とからなり、第１、第２の金具は、一方の係
合フックを他方の係合孔に係合させて連結し、第２の金具は、間仕切パネルを床面に立て
て設置した後、壁面に固定する第１の金具に連結して切欠き凹部に固定することにより、
間仕切パネルを壁面に固定することをその要旨とする。
【０００７】
　なお、第１の金具は、係合孔、係合フックのいずれかを上端部に形成することができる
。
【０００８】
　第２発明（請求項３に係る発明をいう、以下同じ）の構成は、壁面に上向きに固定する
第１の金具と、間仕切パネルの上端面の切欠き凹部に水平に固定して収納する第２の金具
とからなり、第１、第２の金具は、それぞれの係合フックを係合させて連結し、第２の金
具は、間仕切パネルを床面に立てて設置した後、壁面に固定する第１の金具に連結して切
欠き凹部に固定することにより、間仕切パネルを壁面に固定することをその要旨とする。
【０００９】
　なお、第１、第２発明において、第１の金具は、間仕切パネルの倒れを防止するチャン
ネル状の壁レールを介して壁面に固定することができる。
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【００１０】
　また、壁レールは、間仕切パネルの壁面側の側端面に形成する縦スリットに両側のフラ
ンジ部分を挿入することができる。
【００１１】
【作用】
かかる第１発明の構成によるときは、第１、第２の金具は、一方の係合フックを他方の係
合孔に係合させて連結することができる。すなわち、第２の金具は、壁面に固定する第１
の金具に連結して間仕切パネルの切欠き凹部に固定することにより、間仕切パネルを壁面
に正しく固定し、切欠き凹部に収納することができる。なお、切欠き凹部は、間仕切パネ
ルの上端面と側端面との双方に開口しており、笠木によって上部を閉じるものとする。
【００１２】
第１の金具の係合孔を形成する部分と壁面との間に間隙を設ければ、第２の金具の係合フ
ックは、第１の金具の係合孔に貫通させ、間隙内に突出させるようにして係合させること
ができる。なお、間隙は、第１の金具自体を段違いに形成し、または、第１の金具を固定
する部分と壁面との間にスペーサを介装することにより形成することができる。
【００１３】
第２発明の構成によるときは、第１、第２の金具は、それぞれの係合フックを互いに係合
させて連結することができるから、第２の金具を壁面側に過大に突出させる必要がなく、
間仕切パネルと壁面とのクリアランスを最小にすることができる。ただし、第２の金具の
係合フックは、第２の金具の壁面側の先端に形成するものとする。
【００１４】
長孔を設ける第１の金具は、止めねじや釘を介して壁面に固定するとき、長孔の範囲内に
容易に固定位置を調節することができる。
【００１５】
第２の金具に長孔を設ければ、笠木を固定する止めねじや釘を長孔に通すことにより、笠
木を介して切欠凹部を閉じ、第２の金具を隠蔽することができる。
【００１６】
壁レールを介して壁面に固定する第１の金具は、壁レールとともに壁面に固定し、壁レー
ル内に収納して隠蔽することができる。なお、壁レールは、間仕切パネルの側端面に形成
する縦スリットに係合させ、間仕切パネルの倒れを防止する。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、図面を以って発明の実施の形態を説明する。
【００１８】
間仕切パネルの固定金具は、第１の金具１１と、第２の金具１２とを組み合わせてなり（
図１、図２）、床レール２２、幅木２３、笠木２４、壁レール２５とともに、間仕切パネ
ル２１を壁面Ｗ、床面Ｆに固定するために使用する。
【００１９】
間仕切パネル２１は、図示しない枠材に装着する芯材２１ａの両面に表面材２１ｂ、２１
ｂを付設して形成されており（図１、図３）、各表面材２１ｂには、装飾用のシート材２
１ｃが貼着されている。間仕切パネル２１には、上端面と壁面Ｗ側の側端面とに開口する
切欠き凹部２１ｄが形成され、壁面Ｗ側の側端面には、縦スリット２１ｅ、２１ｅが形成
されている。また、間仕切パネル２１の下端面には、下向きのチャンネル状の幅木２３が
付設されており、上端面には、笠木２４が付設されている。
【００２０】
床レール２２は、幅木２３に収納可能な上向きのチャンネル状に形成され、止めねじ２２
ａ、２２ａ…を介して床面Ｆ上に固定されている。床レール２２には、ホルダ２６ａを介
してアジャストボルト２６が組み込まれており、ホルダ２６ａには、アジャストボルト２
６用のナット２６ｂが付設されている。なお、床レール２２には、少なくとも２本のアジ
ャストボルト２６、２６が組み込まれているものとする。壁レール２５は、間仕切パネル
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２１の縦スリット２１ｅ、２１ｅに挿入可能なチャンネル状に形成され（図１、図４）、
止めねじ２５ａ、２５ａ…を介して壁面Ｗにねじ止めされている。なお、壁レール２５の
下端部は、床レール２２に収納され、床レール２２の両フランジ部は、壁面Ｗ側の先端部
を内側に屈曲させて壁レール２５のフランジ部に当接させている。
【００２１】
間仕切パネル２１は、幅木２３を床レール２２に被せるようにして立て、アジャストボル
ト２６、２６を介してレベル調節することができる（図１、図３）。また、壁レール２５
は、両側のフランジ部分を縦スリット２１ｅ、２１ｅに挿入して間仕切パネル２１の倒れ
を防止する。
【００２２】
第１の金具１１は、中間部の屈曲部１１ａを介して縦長の板材が段違いに形成されており
（図１、図５）、屈曲部１１ａの上方には、横長の係合孔１１ｂが形成され、屈曲部１１
ａの下方には、縦長の長孔１１ｃが形成されている。第１の金具１１は、長孔１１ｃに挿
通する壁レール２５用の止めねじ２５ａを介し、壁レール２５に収納するようにして、壁
レール２５とともに壁面Ｗに固定され、このとき、係合孔１１ｂを形成する部分と壁面Ｗ
との間には、屈曲部１１ａを介して間隙ｄが形成されている（図１、図２）。ただし、第
１の金具１１は、屈曲部１１ａを設けることなく、壁面Ｗに固定する部分と壁レール２５
との間に適当なスペーサを介装して間隙ｄを形成してもよい。なお、第１の金具１１は、
長孔１１ｃを介し、係合孔１１ｂを間仕切パネル２１の切欠き凹部２１ｄの底面にほぼ対
応させて固定するものとする。
【００２３】
第２の金具１２は、係合孔１１ｂに対応する係合フック１２ａを先端に形成する板材であ
る（図１、図５）。なお、第２の金具１２は、取付孔１２ｂが後部に形成され、長孔１２
ｃが中間部に形成されている。第２の金具１２は、取付孔１２ｂを利用し、止めねじ１２
ｄを介して切欠き凹部２１ｄに収納して固定されている。
【００２４】
第１の金具１１は、間仕切パネル２１を設置するに先き立って、止めねじ２５ａを介して
壁レール２５とともに壁面Ｗに固定する。つづいて、縦スリット２１ｅ、２１ｅに壁レー
ル２５のフランジ部分を差し込みながら幅木２３付きの間仕切パネル２１を床面Ｆ側の床
レール２２上に立てる。
【００２５】
次に、第２の金具１２の係合フック１２ａを第１の金具１１の係合孔１１ｂに係合させて
第１、第２の金具１１、１２を連結し、止めねじ１２ｄを介して第２の金具１２を切欠き
凹部２１ｄ内に固定する。なお、係合フック１２ａは、係合孔１１ｂに係合させると、第
１、第２の金具１１、１２の前後左右の相対移動を阻止し得るように、基部に左右の肩部
１２ａ1 、１２ａ1 を形成し（図２、図４）、係合フック１２ａの突出長さＬが第１の金
具１１の板厚ｔ相当に形成されている。
【００２６】
その後、止めねじ２４ａを介して笠木２４を間仕切パネル２１の上端面に固定する（図１
、図５）。このとき、止めねじ２４ａは、第２の金具１２の長孔１２ｃに挿通され、笠木
２４は、壁レール２５の上端、切欠き凹部２１ｄの上部を閉じ、壁レール２５とともに第
１、第２の金具１１、１２を完全に隠蔽することができる。
【００２７】
なお、間仕切パネル２１を取り外すときは、笠木２４を取り外し、第２の金具１２を切欠
き凹部２１ｄから外して第１の金具１１から分離させればよい。
【００２８】
【他の実施の形態】
第１の金具１１は、屈曲部１１ａを長くし、係合孔１１ｂ、係合フック１２ａによる第２
の金具１２との連結部分を間仕切パネル２１の切欠き凹部２１ｄに収納することができる
（図６）。切欠き凹部２１ｄは、間仕切パネル２１の側端面側に下向きの拡張部２１ｄ1 
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【００２９】
第１、第２の金具１１、１２は、前者に形成する係合フック１１ｄを後者に形成する係合
孔１２ｅに係合させて連結してもよい（図７（Ａ）、（Ｂ））。なお、係合フック１１ｄ
は、切曲げ加工により第１の金具１１の上部に形成してもよく（同図（Ａ））、切断、曲
げ加工により第１の金具１１の上端に形成してもよい（同図（Ｂ））。
【００３０】
また、第１、第２の金具１１、１２は、それぞれの係合フック１１ｄ、１２ａを係合させ
て連結してもよい（図７（Ｃ）、（Ｄ））。係合フック１１ｄは、上部と左右とを閉じ、
下部だけを開放させて係合フック１２ａを下から係合させてもよく（同図（Ｃ））、上下
を開放させて係合フック１２ａを上下いずれの方向から係合させてもよい（同図（Ｄ）の
実線、二点鎖線）。
【００３１】
【発明の効果】
以上説明したように、この出願に係る第１発明によれば、第１、第２の金具を組み合わせ
ることによって、第２の金具は、壁面に固定する第１の金具に連結し、間仕切パネルの切
欠き凹部に収納して固定することができるから、第１、第２の金具が外部に露出すること
がなく、間仕切パネルを壁面に体裁よく、しかも完全に固定することができるという優れ
た効果がある。
【００３２】
第２発明によれば、それぞれの係合フックを係合させて第１、第２の金具を連結し、第１
発明と同様の効果を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　使用状態分解斜視図
【図２】　図１の要部拡大斜視図
【図３】　図１のＸ－Ｘ線矢視相当拡大断面図
【図４】　図１のＹ－Ｙ線矢視相当拡大断面図
【図５】　図１のＺ－Ｚ線矢視相当拡大断面図
【図６】　他の実施の形態を示す図５相当模式図
【図７】　他の実施の形態を示す要部分解斜視説明図
【図８】　従来例を示す使用状態斜視図
【符号の説明】
Ｗ…壁面
ｄ…間隙
１１…第１の金具
１２…第２の金具
１１ｂ、１２ｅ…係合孔
１１ｃ、１２ｃ…長孔
１１ｄ、１２ａ…係合フック
２１…間仕切パネル
２１ｄ…切欠き凹部
２５…壁レール
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